
  
 

 
 
 
 

 

 

  心が変われば行動が変わる。 行動が変われば習慣が変わる。 

習慣が変われば人格が変わる。人格が変われば運命が変わる。 

（ウィリアム・ジェームズ） 

                              校長  嶋村 理彦 

１１月は霜月、霜降月というように霜とともに寒さが訪れる季節です。前半は秋、後半は冬と２つの季節

が同居する月でもあると言われます。季節外れの夏日が終わり、ようやく秋真っ只中の今。中庭にある金木

犀が橙色の小さな花をたくさんつけ、香しい香りとともに私たちに秋の訪れを知らせてくれました。 

学校は、数々の学校行事が順調に進み、子供たちは様々な体験を重ね、それを大きな成果として実らせ始

めています。子供たちの成長や頑張りを目の当たりにして、心が満たされる毎日です。 

過日、来年度入学予定児童の健康診断がありました。その席で学力等を伸ばす近道について話しました。

その近道とは、①人の話をしっかりと聞くこと。②鉛筆を削ってくるなど、学習の準備ができること。③物

を大切にすること。④学習に必要な物を忘れないこと。⑤大きな声であいさつや「はい」「ごめんなさい」

「ありがとう」が言えること。⑥友達と仲良く遊べること。⑦好き嫌い無く食べること。⑧書いたり計算し

たり、おっくうがらずに活動すること。⑨整理整頓ができること。⑩注意を素直に聞けること等々、当たり

前と思われることがきちんとできる子が勉強も伸びていくように思います。 

小学校の段階で大切なことのひとつは、「能力」に「心」をつけた「態度」ではないでしょうか。本校で

は、学力を伸ばすために、学習のルールを身につける指導を続けております。しかし、この学習ルールが、

自分の態度として身に付くまでにはなかなか時間がかかるものです。時間はかかっても、毎日続けること

で、いつしか「くせ」になり、習慣になります。名前を呼ばれたら「はい」と返事をする。毎日机に向かい

勉強する。毎日読書する。なども一つの「くせ」であり習慣と言えます。よりよい「くせ」を習慣としてつ

けることが、大きな学習成果に通じるものと思います。 

そして、もうひとつ大事なことは、いつの時代にも求められる「心の教育」です。「心の教育」に不易も流

行もありません。「心の教育」は心でするしかありませんが、心は目に見えません。ですから、心を育てると

いうことは大変困難なことです。そんな中で考えられる方法は、子供たちに「感化」と「感動」を与え続け

ることであろうと思います。「感化」とは、言いかえれば「背中で見せる教育」とでも言えましょうか。子供

たちは、生まれてから自我が確立するまでの間は、自分の一番身近にいる人の「感化（影響）」を強く受けて

成長します。それは親であり教師であり、地域の人々です。ですから、よい「感化」を与えてくれる大人が

子供たちの身近にいることが心の教育の決め手になると思います。そのためには、 

私たち大人が立派な人間でなければなりませんし、そうなる為の努力を怠らず精進 

実践し、精一杯生きている姿を示すことだと思います。 

大人になっても勉強することはたくさんあります。その時、子供の頃の正しい 

学習習慣は必ず助けになります。人生は一生勉強。学びに終わりはありませんね。

 

 

 

―「安全で楽しく笑顔あふれる北小学校」―  

行田市立北小学校  行田市和田９４－１ TEL ５５４－５５２１ 児童数 ２７７人 

自分から進んで学ぶ子   〈学ぶ〉 
思いやりをもち助け合う子〈磨く〉  
元気に遊び運動する子  〈鍛える〉 
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11 月は「いじめ撲滅強調月間」です 

相談窓口は北小ホームページに 

掲載してあるので、そちらをご覧ください。 

埼玉県ネットトラブル注意報 

１１月の行事予定 

 

１ ０ 月 ３ １ 日（木)  

 


